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第 4 章では本論文で主として用いる解析手法である Hilbert-Huang 変換  (HHT) につい
て詳しく述べている。HHT はデータから適合的に固有モード関数  (IMF) に分解し，各










に，ガウスノイズにおける各 IMF の IA, IF の区間平均はピアソン分布族を考えることで
その確率密度関数が精度良く推定できることについてまとめてある。また，その結果を踏
まえて，異常検知の枠組みに HHT を適用した手法を考案し，この章で評価を行っている。  









ころ，改善した手法によって GW150914 を解析して得られた結果は LIGO による結果と
コンシステントであり，なおかつ準固有振動の開始時刻という新しいパラメータの推定も
行える可能性を示唆することができた。これらの結果について述べられている。  
第 7 章はまとめであり，本論の流れの本質ではない数学的あるいは技術的なトピックに
関しては付録に記載されている。  
 
